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1. 取扱説明書について 

1.1 適用範囲 

本書は当社が製造する以下のハイブリッドパワーコンディショナーに関しての主に製品情報や設置や設

定、基本的な操作などについて説明しています。 

形名： AF8.25DH 

ご購入いただいたハイブリッドパワーコンディショナー（以下、パワーコンディショナー）を安全に正しく使

っていただくため、お使いになる前にこの取扱説明書をよくお読みください。また、お手元に置いていつで

もお読みになれるようにご使用ください。 

 

1.2 取扱範囲 

本取扱説明書に記載のあるパワーコンディショナーの設置や設定などの操作は、パワーコンディショナ

ーについて知識を所有した電気工事士（1 種または 2 種）の資格を所有する電気技術者が対象となりま

す。 

2. 安全上のご注意 

2.1 安全上の注意事項 

1. パワーコンディショナーの設置・接続・設定・保守など、すべての作業は、必ず電気工事士の資格を

有する電気技術者が実施してください。 

2. パワーコンディショナーは太陽光発電（以下 PV）パネルのみに動作します。 

3. PVパネルとパワーコンディショナーはアース（接地）の処置をする必要があります。 

4. DCおよびAC電源の両方を断後、約5分間はパワーコンディショナーの筐体に触れないでください。 

5. パワーコンディショナー動作中は、筐体（本体）に触れないでください。また、パワーコンディショナー

の周囲には、高温になる製品や物質を設置しないでください。発生した熱がパワーコンディショナー

に悪影響を及ぼす可能性があります。 

6. パワーコンディショナー本体および付属品を廃棄する際は、法令や地域の規定に従い、適切な方法

で廃棄してください。 

7. パワーコンディショナーは必ず上向きに正しく設置して、取扱いには十分ご注意ください。設置する際

は、雨や雪などにより水濡れしない場所であることを十分に確認してください。 

8. パワーコンディショナーは指定された用途以外には使用しないでください（例：代替用途での流用な

ど）。パワーコンディショナーへの改造は一切禁止です。改造や不適切な設置が確認された場合、保

証は無効となります。 

 



 

5 

2.2 記号の説明 

 

本パワーコンディショナーは、関連する安全規格に厳密に準拠しています。 

設置、操作、メンテナンスを行う際は、必ず取扱説明書に記載されたすべての指示および注意事項を事

前に読み、正しく従ってください。 

 

 

 

感電の危険性 

パワーコンディショナー内部には高電圧のDCおよびAC電力が流れています。パワー

コンディショナーに関するすべての配線には注意してください。 

 

高温に関する注意 

パワーコンディショナーは高電力で動作する際、本体の温度が最大で約60°C（140°

F）に達する場合があります。 

運転中はパワーコンディショナー筐体に触れないでください。 

 

放電遅延 

DCおよびAC電源の両方を遮断後、約5分間はパワーコンディショナーの筐体に触れ

ないでください。 

 

補足事項 

すべての指示や警告、注意事項をよくお読みいただき、内容を十分に理解したうえでご

使用ください。これらに従わない場合、パワーコンディショナーの誤動作や故障などの

発生するおそれがあります。 

 
本設備を一般の廃棄物と一緒に処分しないでください。 

 
設置前には、本取扱説明書をご参照ください。 

 

CEマーク: Conformité Européenne ヨーロッパ安全基準 

本パワーコンディショナーは、該当する CE ガイドラインの要件に準拠しています。 
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3. 概要 

3.1 基本的な構成 

Afore AF-DH シリーズのハイブリッドパワーコンディショナーは、エネルギーの自家消費するために設計

された製品です。本パワーコンディショナーは、使用時間帯および時間帯別料金体系に基づいたエネル

ギー管理を行うことで、電力会社からの購入電力量を削減し、効率的な自家消費を実現します。 

 

3.2 動作モード 

3.2.1 SelfUse自家消費モード 

自家消費モードは、固定価格買取制度（FIT）の買取価格が低く、電気料金が高い地域に適した運転モ

ードです。このモードでは、太陽光発電（PV）システムによって発電されたエネルギーを優先的に自家消

費に使用し、家庭や施設の消費電力をまかないます。自家消費で使いきれなかった余剰エネルギーは、

まずバッテリーに充電され、更に余る電力は、電力会社の送電へ逆潮流を行います。 

 
 

電力の流れ: PV → 電化製品／スマート電器→ 蓄電池 → 送電網（発電機）  

ハイブリッドインバータ 

PV（太陽光発電）
アレイ配列 

発電機 スマート電器 計測装置 電化製品 蓄電池 

グリッド（送電網） スマートメーター 
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 補足事項： 詳細設定 

P_Feed メニューで「0 W」を選択すると、パワーコンディショナーは送電網（発電機）にエネルギーを出

力しません（ゼロ・フィード）。 

P_Feed メニューで「xx W」を選択すると、パワーコンディショナーは指定された電力量（xx W）を上限と

して、変換されたエネルギーを送電網（発電機）に出力します。 

 

3.2.2 ChgFst 充電優先モード 

停電などによる送電網（発電機）に障害が発生した場合、システムは自動的に「ChgFst（充電優先モー

ド）」へ切り替わります。このモードでは、電力の供給（バックアップ負荷）は、太陽光発電（PV）および発

電機の両方から供給されます。 

 

電力の流れ: PV → 蓄電池→ 電化製品／スマート電器→送電網（発電機） 

 

3.2.3 SellFst 売電優先モード 

売電優先モードとは、自宅で発電（例：太陽光発電）した電力を電力会社に売ることを優先する設定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

電力の流れ：PV→電化製品／スマート電器→送電網（発電機）→蓄電池 
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3.2.4 Maintain メンテナンスモード 

メンテナンスモードとは、蓄電池の容量が少ない場合に、指定した電力量で蓄電池の充放電を行う設定
です。 
 

補足事項： 
このモードは日本国内向けの本ハイブリッドイ
ンバータでは設定できません。 

 

電力の流れ： 
PV → 電化製品／スマート電器→送電網（発
電機）→蓄電池 

警告： 
メンテナンスモードは 
一部のインバータでのみ設定できます。 
 

3.2.5 cmdChg 指令充放電モード 

充放電モードでは、蓄電池の電力範囲内で、指定された電力量に基づいて蓄電池が充電および
放電します。 
 

放電           充電 

 

電力の流れ： 放電： 蓄電池／PV → 電化製品／スマート電器→送電網（発電機） 

充電： PPV >PCharge 設定： PV → 蓄電池 →電化製品／スマート電器 

          → 送電網（発電機） 

 

PPV <PCharge設定： PV+送電網（発電機） → 蓄電池  

→ 電化製品／スマート電器 
補足事項： 
Ppv : Power of Photovoltaic（太陽光発電の電力） 
Pcharge : Photovoltaic Charge（太陽光により充電された蓄電池） 
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3.2.6 ExtEms 外部制御モード 

ExtEMS モードのご利用には、インバータを遠隔制御できる外部の EMS（Energy Management 

System：エネルギー管理システム）の構築が必要です。 

このモードは専門的な知識を持つ技術者向けであり、一般の方が使用することはできません。 

 

3.2.7 PeakShave 節電モード 

節電モードでは、AC 電源（送電網（発電機）の電力）の設定値に基づき、蓄電池の充電および放電が自

動的に制御されます。これにより、ピーク時による送電網（発電機）の電力の負荷を軽減することができ

ます。 

 

 

 

補足事項： 

Grid power: 送電網内の電力供給 

P_Back: 送電網外からの電力供給 

 

 

 

 

 

電力の流れ： 
Grid power > P_Back： 蓄電池と PV → 電化製品／スマート電器 

Grid power < P_Back：送電網（発電機）と PV → 蓄電池 

補足事項： 

「P_back」の値は「Run Param」（運転パラメータの設定）→ Grid Ctrl（電力グリッド制御）

から設定します。 

 

3.2.8 Time of Use 時間モード設定 (EMS Param 内設定） 

時間モードは、電力使用のピーク時間帯に電力会社からの電力消費を抑えることを目的とした運転モー

ドです。 

PV（太陽光発電）による電力を主にオフピーク時間帯に活用することで、電力使用の最適化が可能とな

り、月々の電気料金を抑える効果が期待できます。 
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A. 充電設定 

 

PV充電モード 

 

 

 

 

異なる 3つの時間帯から設定可能 

電力の流れ： 

PV → 蓄電池 → 電化製品／スマート電器

→送電網（発電機） 

 

 

 

 

AC 充電 

 

異なる 3つの時間帯から設定可能 

電力の流れ： 

PV と送電網（発電機） → 蓄電池 → 電化製

品／スマート電器 

 

補足事項： 

AC 充電を選択した後、PV が低いか

PVがない場合にも、ACは蓄電池を充

電します。 
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B. 強制放電 

異なる 3つの時間帯から設定可能 

 

 

電力の流れ： 蓄電池と PV → 電化製品／スマート電器→ 送電網（発電機） 

 

 

 

C. 放電禁止 

異なる 3つの時間帯から設定可能 

 

 

 

 

Energy flow: 

PV → 蓄電池 → 電化製品／スマート電器

→送電網（発電機） 
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4. 設置 

4.1 設置の準備 

4.1.1 開梱および付属品一覧 

開梱 

パワーコンディショナーを開梱する際は、梱包材およびすべての付属部品に欠品や損傷がないかをご確

認ください。 

万が一、破損や不足している部品があった場合は、ご購入先（販売店）まで直接お問い合わせください。 

 

付属品一覧 

開梱した際は、以下の付属品がすべてそろっていることをご確認ください。 
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No. 個数 名称 No. 個数 名称 

1 1 ハイブリッドインバータ 9 1 セキュリティネジ 

2 1 壁取り付けブラケット 10 3 拡張チューブ 

3 1 クイックインストールガイド 11 3 ブランケットネジ 

4 1 検査証明書 12 18 バッテリー端子 

5 1 WiFi接続マニュアル 13 4 アース端子 

6 6 通信コネクタ 14 1 監視モジュール 

7 1 スマートメーター（オプション） 15 10 電源コネクタ 

8 2 CT    

 

 

4.1.2 製品の概要 
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パワーコンディショナー接続端子 

 

 

No. 名称 No. 名称 

1 緊急停止 6 グリッドポート 

2 DCスイッチ 7 バックアップポート 

3 バッテリーポート 8 通信ポート 

4 WiFiポート 9 防水換気バルブ 

5 PVポート 10 接地端子 

 

4.1.3 設置場所 

パワーコンディショナーは、屋内および屋外設置に対応しており、防水・防塵性能は IP65 です。 

パワーコンディショナーの安全性・性能・寿命を最大限に考慮して、以下の注意事項に従って設置場所

は慎重に選定してください。 

• パワーコンディショナーは可燃物や可燃性ガスといった物質から十分に離れている、不燃性かつ腐食

に対して強度のある壁面や基礎に取り付けてください。設置面は、パワーコンディショナーの重量と寸

法に適した強度が必要です。 

• 周囲温度は−25°C～60°C（−13°F～140°F）の範囲内でご使用ください。 

• 屋根の下（シェルター）など、パワーコンディショナーを保護できる場所に設置してください。 

• パワーコンディショナーを直射日光、水、雨、雪、水しぶき、雷などに直接さらさないでください。 
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パワーコンディショナーは、壁面に垂直に取り付けるか、許容範囲（15°）以内の傾斜角度で平らな面に

立てかけるように設置してください。 

詳細は以下の図をご参照ください。 

 

パワーコンディショナーの周囲には、十分な作業スペース（以下の図を参照）を確保してください。設置・

点検・保守作業が安全かつ容易に行えます。 
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4.2 設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Step 1 

Step 2 

Step 3 
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4.3 電気接続 

 

 

 

通信アダプタのピン割り当て 
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No. Item Switch 

1 通信端子 Adaptation switch 

2 通信端子 BAT485 and Meter 

3 通信端子 NTC and BAT CAN 

4 通信端子 RS485 

5 通信端子 CT1 and CT2 

6 通信端子 DRM 

7 通信端子 Dry Connector 

 

Adaptation switch 

 

No. Item Switch 

1 Emergency switch, default is off OFF 

2 RS485_2 ON 

3 RS485-WIFI ON 

4 BAT485 ON 

5 485-MERTER ON 

6 CAN-BAT ON 

 

 

補足事項： 

ディーゼル発電機または複数台のパワーコンディショナーを並列で運用する場合は当社まで

お問い合わせください。 

設置および操作手順などは、別途ご案内いたします。 
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4.3.1 PV接続 太陽光パネル接続 

ハイブリッドパワーコンディショナーAF-DH シリーズは、3 つの MPPT チャンネルを備えており、それぞ

れに 1本の PV ストリング（太陽光パネル）と接続できます。以下の要件を必ずご確認ください。 

• PVパネルおよびストリングをパワーコンディショナーに接続する前に、以下の手順に従ってください。 

• PV ストリングの開放電圧（Voc）および短絡電流（Isc）は、パワーコンディショナーの定格範囲を超えな

いようにしてください。 

• PV ストリングと接地間の絶縁抵抗は、300kΩ以上であることを確認してください。 

• PV ストリングの極性（＋／−）が正しいことを確認してください。 

• 付属の DCプラグを必ず使用してください。 

• 避雷器（サージプロテクタ）は、PV ストリングとパワーコンディショナーの間に取り付けてください。 

• 配線作業を行う前に、必ず PV（DC）スイッチをすべてオフにしてください。 

 

警告： 

DC 側では高電圧が発生するため、作業時は電気保安規定に従ってください。 

接続作業時の電気安全対策（感電防止のため、絶縁工具と保護具を使用）。 

接続されているケーブルの極性（＋／−）が正しいことを必ず確認してください。極性が誤って

いると、パワーコンディショナーが故障する恐れがあります。 

 

 

  

補足事項： 

ケーブルの推奨断面積 10-12AWG 

 

Step 1 

Step 2 
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補足事項： 

・PV 入力ワイヤーは 8AWG以上、ストリッピング長さは、11±0.5mm、ストリッピング後の PV 入力ワ

イヤーは、接続金具にしっかり圧着してください。 

・圧着された PV ケーブルは防水端子に通して、上記のシステム接続図に従い、黒いワイヤーPV1-、

PV2-、PV3-および赤いワイヤーPV1+、PV2+、PV3+を PCBの接続端子に、ねじでしっかり固定して

ください。 

 

警告： 

致命的な高電圧は PV ストリングにあるかもしれません,接続する際に 2.0 章の電気安全に従

ってください。 

PV ストリングの正しい極性を確認してください。そうでなければ、インバータが損傷する可能性

があります。 
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4.3.2 蓄電池接続 

ハイブリッドパワーコンディショナーAF-DH シリーズはリチウムイオン電池の蓄電池に対応しています。

鉛蓄電池や他社製蓄電池の使用については、ご購入先（販売店）または当社にお問い合わせください。 

 

補足事項： 

蓄電池の種類とメーカーを設定します。第 5.3章を参照してください。 

パワーコンディショナーと蓄電池間の接続には、BMS（バッテリーマネジメントシステム）による

通信が必要です。 

 

 

 

 

 

補足事項： 

推奨するバッテリーワイヤーの断面積： 6-8 AWG 

蓄電池の極性（＋／−）が正しいことを必ず確認してください。 

 

 

 

Step 1 

Step 2 

Step 3 
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4.3.2.1 BAT-CAN/RS485 

 

 

 

 

  

Step 1 

Step 2 



 

23 

4.3.3 複数台パワーコンディショナーの並列運用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補足事項： 

メーターは親機のパワーコンディショナーとのみ通信を行い、子機のパワーコンディショナ

ーとは通信しません。 

  

12345678 

RJ45 Plug 
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4.3.4 AC接続 

パワーコンディショナーの AC端子には「GRID」（グリッド側）と「EPS」（非常用出力側）の 2種類があり、

通常負荷（停電時に停止しても問題ない機器）は GRID 端子に、非常用負荷（停止すると安全や機能に

支障が出る継続稼働が必要な機器）は EPS端子に接続されます。 

接続の前に、各パワーコンディショナーと AC 入力電源の間には個別の AC ブレーカーを設置する必要

があります。これによりメンテナンス時にパワーコンディショナーは確実に遮断され、AC からの電流によ

るリスクから保護されます。 

また、必要に応じてパワーコンディショナーの接続をグリッドから分離するためには、追加の ACブレーカ

ーが必要です。 

 

パワーコンディショナー型式    AC ブレーカー仕様 

  

AF8.25DH 100A/202V/ ACブレーカー 

 

補足事項： 

配線作業は、必ず有資格の電気工事士が実施してください。 

 

モデル ワイヤーサイズ ケーブル (mm2) トルク値 

AF8.25DH 8-10AWG 4-6 1.2N·m 

 

AC 接続の手順に従って作業を行ってください。 

• 最初に DCプロテクタまたはブレーカーを接続します。 

• AC入力線の絶縁スリーブを約 11mm（0.5インチ）取り除いた後、端子ネジを外してください。次に端子

台に表示された極性に従って AC 入力線を挿入し、端子ネジを確実に締めます。 

 

 

補足事項： 

配線端子には必ず絶縁テープ巻いて絶縁処理を施してください。絶縁不良により短絡が発生

し、パワーコンディショナーが故障するおそれがあります。 

補足事項： 

EPSポートに接続する負荷の最大電力は、パワーコンディショナーの EPS最大出力範囲を超

えないようにしてください。 
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グリッド接続 

 

 

 

 

 

 

  

Step 1 

Step 2 
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EPS 接続 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

Step 1 

Step 2 
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4.3.5 CTまたはスマートメーターの接続 

電流を検出するために、メーターおよび電流センサー（以下 CT）を使用します。 

CT は、ローカル負荷および送電網（発電機）との電力の方向を検出し、そのデータに基づいてパワーコ

ンディショナーの出力制御が作動します。 

なお、単相 3 線式回路で使用する場合は、CT を 2 個設置し、電流のアンバランスを検出する必要があ

ります。 

 

 

メーター接続 

 

 

Step 1 
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Step 2 
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CT接続 

 

 

 

 

 
  

Step 1 

Step 2 
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4.4 通信接続 

WIFIロガーは、データをクラウドサーバーに送信し、PC・タブレット・スマートフォンなどの端末でデータを

表示することができます。 

WIFIロガーの接続と設定 

WIFI / イーサネット/ GPRS（General Packet Radio Service：汎用パケット無線サービス） / 通信の設

定に適用されます。 

詳細な手順については、「通信設定手順」を参照してください。 

 

 

DC スイッチと AC 回路ブレーカーをオンにし、監視モジュールの LED インジケーターが点滅するまでお

待ちください。点滅が確認できれば、モニタリングモジュールが正常に接続されていることを示します。 
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4.5 アースケーブルの取り付け 

 

補足事項： 

保護接地（PE）端子は必ずパワーコンディショナーに接続してください。既存の保護接地線が

断線しても感電を防止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接地ネジを、パワーコンディショナー筐体の接地接続部に確実に固定してください。 

 

補足事項： 

パワーコンディショナーとソーラーパネルフレームのアースケーブルが別々であることを確認

してください。 

 

 

 

 

Step 1 

Step 2 
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5. 操作 

5.1 コントロールパネル 

 

 

No. 項目 No. 項目 

1 液晶ディスプレイ 5 上タッチボタン 

2 電源LEDインジケータ 6 下タッチボタン 

3 グリッドLEDインジケータ 7 戻るタッチボタン 

4 故障LEDインジケータ 8 決定（Enter）タッチボタン 

 

インジケータ表示 電源状態 表示色 説明 

電源LEDインジケータ 
ON 緑 

パワーコンディショナーはスタンバイ

状態 

OFF  パワーコンディショナーの電源がオフ 

グリッドLEDインジケータ 

ON 緑 
パワーコンディショナーが運転中（給

電中） 

OFF  
パワーコンディショナーが停止中（給

電停止） 

故障LEDインジケータ 
ON 緑 問題が発生 

OFF  問題無し 
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5.2 メニュー概要 

ハイブリッドパワーコンディショナーAF-SL シリーズには、操作が分かりやすい LCD が搭載されていま

す。 

LCDのメニューは以下のように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

PV Info 

Inv Info 

Grid Info 

 

 

Temp Info 

Run Record 

Safty 

Model 

Prated 

 

Q Mode 

Grid Ctrl 

 

Vrated 

Version 

Run Info 

Err Record 

Run Param 

Irated 

RunTimeDay 

RunTimeAll 

Sys Info 

Prot Param 

Sys Param 

Wifi SN 

Com Param 

Sys Cmd 

Display Menu 

Start / Stop 

Language 

Safty 

Date&Time 

補足事項： 
「ComPar」は、外部
EMS（エネルギー管
理システム）を利用す
る際に必要な設定で
す。設定をご希望の
場合は、当社までお
問い合わせください。 

補足事項： 
「P/Q モード」は、設定
の必要はありません。 

ＰＶ Mode 

  Meter Param 

   P Mode 

ComWifi 

    ComMet 

    Parallel 

Bat Info 

Load Info 

   EPS Info 

Bat Param 

Diese1Gen Param 

   EMS Param 

    ComBat 

    ComPar 
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5.3 パワーコンディショナー設定 

ハイブリッドパワーコンディショナーAF-DH シリーズの設定に関する内容です。ご不明な点はご購入先

（販売店）までお問い合わせください。 

5.3.1 時刻と日付の設定（Date&Time） 

 

 

 

 

5.3.2 周波数の設定（Safty） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補足事項： 

設置する地域に応じて周波数を選択してください。 

東日本：Japan-50 

西日本：Japan-60 

 

 

  

Date &Time 

Date    YYYY-MM-DD 

Time         24:00:00 

Sys Param 

Safty 

Sys Param 
 

Com-50Hz 

Com-60Hz 

China 

Japan-50 

Japan-60 

US_240S 

US_240D 

US_208S 

US_208D 

Australia 

UK-G99 

UK-G98 
...... 

システムパラメータの設定 

システムパラメータの設定 

周波数 
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5.3.3 リチウム蓄電池の設定 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

5.3.4 PV Mode 

 

 

 

 

 

 

* * * * 

Run Param 

 

Lithium 

Independent 

Parallel 

 

* * * * 

Run Param 

 

PV Mode 

Bat Param 

運転パラメータの設定 

5 4 3 2 

運転パラメータの設定 

“Independent”での設定 

5 4 3 2 

Auto Match 

 Sel Lith Brand 

Sel Lith Brand 

Lithium  Afore 

      Aoboet 

     ApoLLo 

       BYD 

       CALB 

      Dyness 

       …… 

1. 接続されたバッテリーを自動認識 

2. 製造メーカーを指定することも可能 
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5.3.5 鉛蓄電池の設定（Bat Paramn内） 

 

 

 

補足事項： 

鉛蓄電池をご購入の前に適用可能かどうかを、当社までお問

い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.6 エネルギー管理システム（EMS Param） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

 
補足事項： 
各モードの詳細については、第 3.2章を参照してください。  

Brand: COMMON/SACRED 
Capacity：  0-1000Ah 
RComp:     0.0-50000.0mΩ 
TComp:       0.0-±500.0mV 
VChgMax：       0.0-800.0V 
VDChgMin:       0.0-800.0V 

1.バッテリーメーカー 

2. 容量範囲 

3. 抵抗補償 

4. 温度補償 

5. 最大充電電圧 

6. 最小放電電圧 

 

 

 

Bat Param 

* * * * 

Run Param 

 

LeadAcid 

EMS Param 

* * * * 

Run Param 

 

運転パラメータの設定 

5 4 3 2 

運転パラメータの設定 

5 4 3 2 

1. 自家消費モード 

2. 充電優先モード 

3. 売電優先モード 

4. メンテナンスモード（開発中） 

5. 指令充放電モード 

6. 外部制御モード 

7. ピークシェービングと谷埋め 

エネルギー管理 

システムパラメータ設定 

Self Use 
ChgFst 
SellFst 
Maintain 
cmdChg 
ExtEms 
PeakShave 

EMS Mode 
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5.3.7 タイミング設定（手動による充放電） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 充電／放電 

 

 充放電電力 

範囲 -10000W～10000W 

 

 

                               バッテリー充電／放電設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補足事項： 

時間指定による充放電を行う場合は、「Chg Cmd」、「Chg Pwr」、「Chg Range」の 3項目の設

定がありますが、日本国内向けのハイブリッドパワーコンディショナーではこれらの設定は不

要です。 

  

EMS Param 

 

* * * * 

Run Param 

 

SocMax: 0.0% 

SocMin: 0.0% 

VBatMax: 0.0V 

VBatMin: 0.0V 

IChgMax: 0.00A 

IDChgMax: 0.00A 
GridMinSoc: 0.00% 

 

運転パラメータの設定 

5 4 3 2 

バッテリー充電／放電設定 

1. 充電残量の最大値 

2. 充電残量の最小値 

3. 蓄電池の過電圧値 

4. 蓄電池の不足電圧値 

5. 最大充電電流 

6. 最大放電電流 

7. 蓄電池の最小放電容量（グリッド連系用） 

   Chg Cmd 

 

   Chg Pwr 

 

   Chg Range 

 

 Chg/DChg 

 Stop 

 

PChg:     0W 
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5.3.8 AC充電（AC Chg） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.9 強制充電（Force Chg） 

 

 

 

 

 

  

ACChg:   OFF 
MaxP%:   00.0% 

MaxSoc:  00.0% 

TimOn1：   00:00 

TimOff1:   00:00 

TimOn2:   00:00 

TimOff2:   00:00 

TimOn3:   00:00 

TimOff3:    00:00 

   

AC  Chg 

  EMS Param 

 

* * * * 

Run Param 

 

運転パラメータの設定 

5 4 3 2 

エネルギー管理 

システムパラメータ設定 

AC充電 

1. ACchg — AC 充電を有効にします 

2. MaxP% — AC 充電率 

3. MaxSoc — AC 充電の最大 Soc 

4. TimOn1 — AC 充電開始時間 1 

5. TimOff1— AC 充電終了時間 1 

AC充電は異なる 3つの時間帯から設定できます 

 

 

   EMS Param 

 

* * * * 

Run Param 

 

動作パラメータの設定 

5 4 3 2 

エネルギー管理 

システムパラメータ設定 
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5.3.10 強制放電（Force DChg） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Force Chg 強制充電 

1. ForceChg — 強制充電を有効にします 

2. PForce — 強制充電率 

3. MaxSoc — 強制充電最大 Soc 

4. TimOn1 — 強制充電開始時間1 

5. TimOff2 — 強制充電終了時間 1 

強制充電は異なる 3つの時間帯から設定できます 

 

ForceDChg:    ON  
PForce:      000.0% 

MinSoc: 000.0% 

TimOn1: 00:00 

TimOff1: 00:00 

TimOn2: 00:00 

TimOff2: 00:00 

TimOn3: 00:00 

TimOff3: 00:00 

Force DChg 

  EMS Param 

* * * * 

Run Param 

ForceChg:       ON 

PForce:       000.0% 

Max Soc: 000.0% 

TimOn1: 00:00 

TimOff1: 00:00 

TimOn2: 00:00 

TimOff2: 00:00 

TimOn3: 00:00 

TimOff3: 00:00 

 

運転パラメータの設定 

5 4 3 2 

1. ForceDChg — 強制放電を有効にします。 

2. PForce — 強制放電電力率 

3. MinSoc — 強制放電最大 Soc 

4. TimOn1 — 強制放電開始時間1 

5. TinOff1 — 強制放電終了時間1 

強制充電は異なる 3つの時間帯から設定できます 

エネルギー管理 

システムパラメータ設定 

強制放電 
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5.3.11 保護パラメータ（Prot Param) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

補足事項： 

パラメータを変更する際は、単位にご注意ください。 

  

IsoChk 

GfciChk 

EarthChk 

AfciChk 

RSSEN 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

VH1： 
T1: 
VH： 
T2: 

100.0-400.0V 
0.00-300.00S 
100.0-400.0V 
0.00-300.00S 

VH10minEN: ON 
VH10min: 100.0-400.0V 

VL1： 
T1: 
VL2： 
T2: 

50.0-300.0V 
0.00-300.00S 
100.0-400.0V 
0.00-300.00S 

T.Conn： 
T.ReConn: 

2-2000S 
20-2000S 

FH1： 
T1: 
FH2： 
T2: 

50.00-70.00HZ 
0.00-300.00S 

50.00-70.00HZ 
0.00-300.00S 

FH1： 
T1: 
FH2： 
T2: 

50.00-70.00HZ 
0.00-300.00S 

50.00-70.00HZ 
0.00-300.00S 

Conn Time 

UnderFreqProt 

OverFreqProt 

UnderVoltProt 

OverVoltProt 

* * * * 

Prot Param 

1. 電圧上限(VH) 

2. 電圧上限時間(T) 

3. 連続運転10分の最大電圧  

(VH10min) 

保護パラメータの設定 

5 4 3 2 

1. 電圧下限(VL) 

2. 電圧下限時間(T) 

1. 周波数上限(FH) 

2. 周波数上限時間(T) 

1. 周波数の下限値(FH) 

2. 周波数下限時間(T) 

1. 接続時間 

2. 再起動時間 

1. 絶縁抵抗検出 

2. 漏れ電流検出 

3. 地面検出 

4. アーク衝突検出 

5. 高速遮断検出 



 

41 

 

5.3.12 パワーコンディショナー複数台連携の設定（Parallel 内設定） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.13 ディーゼル発電機の設定（Diesel Gen Param） 

 

 

 

 

 

 

補足事項： 

ディーゼル発電機をご購入の前に適用可能かどうかを、当社までお問い合

わせください。 

  

InvAmount    1-255 

M/S    Master/Slave 

Addr           1-254 

ComPar Parallel 

Com Param 

Diese1Gen Param 

* * * * 

Run Param 

通信パラメータの設定 

1. インバータ総数 

2. 親機/子機 

3. 子機番号 

番号は子機のみ設定が可能 

ディーゼル発電機のパラメータ 

動作パラメータの設定 

5 4 3 2 

ComPara    Parallel 

Addr           1-150 

Baud    9600-115200 

1. アドレス(“1”設定） 

2. ボーレート(“9600”設定) 

P Enable  OFF 
        ON 1. 並列化を有効にする 
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Diese1GenEn ON 

TimeCtr1En ON 

StartSoc 0.0-100.0% 

EndSoc 0.0-100.0% 

TimeDelay 0-1000S 

TimOn1 00:00 

TimOff1 00:00 

TimOn2 00:00 

TimOff2 00:00 

TimOn3 00:00 

TimOff3 00:00 

 

補足事項： 

ディーゼル発電機を始動するには、「Diese1GenEn」と「TimeCtr1En」の両方を ON（有効化）

にする必要があります。有効になっていない場合、ディーゼル発電機は起動しません。 

 

5.3.14 CT メーター設定（Meter Param） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. Diese1GenEn — ディーゼル発電機を有効にします 

2. TimeCtr1En — 時間制御を有効にします 

3. StarSoc — ディーゼル発電機がバッテリーの充電を開始

したときのバッテリー電力の割合 

4. EndSoc — ディーゼル発電機がバッテリーの充電を停止  

したときのバッテリー電力の割合 

5. TimeDelay — ディーゼル発電機の動作開始の遅延時間 

6. TimOn1 — ディーゼル発電機の起動時間 1 

7. TimOff1 — ディーゼル発電機のオフ時間2 

Meter Param 

* * * * 

Run Param 

CTメーター設定 

運転パラメータの設定 

5 4 3 2 

1. メーターなし 

2. CTを接続する 

3. メーターを接続する 

4. デュアル CTを接続する 

5. デュアルメーターを接続する 

6. メーター+CT接続方法 1 

7. メーター+CT接続方法 2 

No Meter 

CT 

Meter 

Dual-CT 

Dual-Meter 

CT-Meter 

Meter-CT 
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5.3.15 出力制御ユニットの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護パラメータ（Prot Pram) 設定資料 

 

  

ComWifi 

Address: 1 

Baud: 9600 

 

1. アドレスを 1から設定します。 

2. ボーレートを 9600に設定します。 

通信パラメータの設定 Com Param 
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6. 電源のオン/オフ 
テストを実施する前に、以下の項目を必ずご確認ください。 

• 設置場所は適切であること（第 4.1.3章の記載内容に準拠している）。 

• PV モジュール、蓄電池、AC 側（送電網、EPS、発電機など） を含むすべての配線が確実に接続され

ている必要があります。 

• アース線 および スマートメーター／CT（電流センサー）線 が適切に接続されている必要があります。 

• ハイブリッドパワーコンディショナーAF-SL シリーズは電力会社の仕様など、ローカルグリッド規格に従

って設定する必要があります。 

• 不明点がある場合は、ご購入先（販売店）までお問い合わせください。 

 

6.1 電源オン 

• DC スイッチを「オン」側に回します。 

• LCDが点灯した後、初回起動時には第 5.3章の記載内容に従ってハイブリッドパワーコンディショナー

の初期設定を行う必要があります。 

• パワーコンディショナーが通常モードで正常に運転している場合は、グリッド LED インジケータが点灯

します（詳細は「第 5.1章」を参照してください）。 

 

6.2 電源を切る 

• DC スイッチを「OFF」側に回します。また、すべての追加ブレーカーをオフにします。 

 

補足事項： 

ハイブリッドパワーコンディショナーは 5分後に再起動する必要があります。 

 

6.3 再起動 

ハイブリッドパワーコンディショナーを再起動します。以下の手順に従ってください。 

• パワーコンディショナーの電源をオフにします。第 6.2章へ。 

• パワーコンディショナーの電源をオンにします。第 6.1章へ。 
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7. メンテナンスとトラブルシューティング 

7.1 メンテナンス 

以下の項目について年 2回の定期メンテナンスを実施してください。 

• 太陽光発電接続部（PV 接続）：年 2回 

• AC 接続（グリッドおよび Emergency Power Supply：発電機などの緊急電源供給）：年 2回 

• 蓄電池接続部：年 2回 

• アース接続部：年 2回 

• ヒートシンク：年１回乾いた布で清掃する。 

 

7.2 トラブルシューティング 

障害が発生すると、LCD 画面に障害メッセージが表示されます。 

表示された内容をもとに、トラブルシューティング表を参照し、該当する対処方法を確認してください。 
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障害コードとトラブルシューティング 

障害の種類 コード 障害メッセージ 原因 対応方法 

PVに 

関する障害 

A01 PvConnectFault 
PV接続が間違っていま

す。 

• PVモジュールの接続を確認してください 

• PVモード設定を確認してください。 

A02 IsoFault 

PVパネル/配線とアース

間のISOチェックが異常

です。 

• PVモジュールの配線を確認し、配線の浸

水や損傷している場合は、修理や交換を

行ってください。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

A03 PvAfciFault PV電流のアーク放電 

• PVモジュールの配線やコネクタの断線や

接続の緩みを確認し、修正を行ってくだ

さい。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

A04 Pv1OverVoltFault 

PV電圧オーバー 

• PVストリングを再構成します。 

• 現行のストリング構成（直列枚数）を見

直し、1ストリングあたりのPVモジュール

数を減らすことで、ストリング電圧を低

下させます。 

A05 Pv2OverVoltFault 

A06 Pv3OverVoltFault 

A07 Pv4OverVoltFault 

A08 Pv5OverVoltFault 

A09 Pv6OverVoltFault 

A10 Pv7OverVoltFault 

A11 Pv8OverVoltFault 

A12 Pv9OverVoltFault 

A13 Pv10OverVoltFault 

A14 Pv11OverVoltFault 

A15 Pv12OverVoltFault 

A16 PV1Reve- rseFault 

PV(+)とPV(−)を逆に接続 

• PV(＋)とPV(−)が正しく接続されているかを

確認してください。 

• 接続が逆である場合は、正しい極性に修

正してください。 

A17 PV2Reve- rseFault 

A18 PV3Reve- rseFault 

A19 PV4ReverseFault 

A20 PV5ReverseFault 

A21 PV6ReverseFault 
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障害の種類 コード 障害メッセージ 原因 対応方法 

PVに 

関する障害 

A22 PV7ReverseFault 

  

A23 PV8ReverseFault 

A24 PV9ReverseFault 

A25 PV10ReverseFault 

A26 PV11ReverseFault 

A27 PV12ReverseFault 

A33 Pv1AbnormalFault 

PV(+)とPV(−)を逆に接続 

• PVモジュール表面に部分的な閉塞（汚れ、

落葉、鳥の糞、積雪など）がないかを確認し

てください。 

• モジュールのワイヤやコネクタに破損や腐

食、断線、被覆の劣化などがないかの確認

およびコネクタの接続が緩んでいないかを

点検し、必要に応じて修理を行ってください。 

A34 Pv2AbnormalFault 

A35 Pv3AbnormalFault 

A36 Pv4AbnormalFault 

A37 Pv5AbnormalFault 

A38 Pv6AbnormalFault 

A39 Pv7AbnormalFault 

A40 Pv8AbnormalFault 

A41 Pv9AbnormalFault 

A42 Pv10AbnormalFault 

A43 Pv11AbnormalFault 

A44 Pv12AbnormalFault 

A45 Pv13AbnormalFault 

A46 Pv14AbnormalFault 

A47 Pv15AbnormalFault 

A48 Pv16AbnormalFault 

A49 Pv17AbnormalFault 

A50 Pv18AbnormalFault 

A51 Pv19AbnormalFault 

A52 Pv20AbnormalFault 

A53 Pv21AbnormalFault 

A54 Pv22AbnormalFault 

A55 Pv23AbnormalFault 

A56 Pv24AbnormalFault 
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障害の種類 コード 障害メッセージ 原因 対応方法 

蓄電池に 

関する障害 

B01 PcsBatOverVoltFault 

バッテリー電圧の過不足 

• パワーコンディショナーに接続されてい

るバッテリーワイヤーおよびコネクタが

破損していないか、または接続が緩んで

いないかを確認してください。 

• 配線やコネクタに破損や緩みがある場合は、

修理または正しく再接続してください。 

• 蓄電池の電圧に異常（過電圧または低電圧）

がないかを確認し、必要に応じて蓄電池のメ

ンテナンスや交換を行ってください。 

B02 PcsBatUnderVoltFault 

B03 PcsBatInsOverVoltFaul 

B04 PcsBatReversedFault 
• Bat.(+)とBat.(−)を逆

に接続 

• Bat.(＋)とBat.(−)が正しく接続されているか

を確認してください。 

• 接続が逆である場合は、正しい極性に修

正してください。 

B05 PcsBatConnectFault 蓄電池のワイヤーが破損 

• 蓄電池に接続されているバッテリーワイ

ヤーおよびコネクタが破損していない

か、または接続が緩んでいないかを確認

してください。 

B06 PcsBatComFault 蓄電池の通信異常 

• 蓄電池側の通信線に損傷がないか、また

は接続が緩んでいないかを確認してくだ

さい。問題がある場合は、通信線の修理

または再接続を行ってください。 

• 蓄電池がオフになっていないか、その他

の異常（過放電、BMSエラーなど）がな

いかを確認し、必要に応じて蓄電池のメ

ンテナンスや交換を行ってください。 

B07 PcsBatTempSensorOpen 

蓄電池の温度センサー異

常 

• 蓄電池の温度センサーおよびその接続配

線に、破損や断線、劣化がないかを確認

し、不具合が確認された場合は、修理ま

たは新しいセンサーや配線に交換してく

ださい。 
B08 PcsBatTempSensorShort 

B09 BmsBatSystemFault 

これらの障害はすべて、

蓄電池のBMS（バッテリ

ーマネジメントシステ

ム）によって検出または

報告されます。 

• 高温または低温で特定の障害が発生した

場合は、蓄電池の設置環境温度を変更す

る必要があります。 

• 蓄電池を再起動すると、通常どおり動作

する可能性があります。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

B10 BmsBatVolOverFault 

B11 BmsBatVolUnderFault 

B12 BmsCellVolOverFault 

B13 BmsCellVolUnderFault 

B14 BmsCellVolUnbanceFau 

B15 BatChgCurOverFault 

B16 BatDChgCurOverFault 

B17 BatTemperatureOverFa 

B18 BatTemperatureUnderF 

B19 CelTemperatureOverFa 

B20 CelTemperatureUnderF 

B21 BatIsoFault 

B22 BatSocLowFault 

B23 BmsInterComFault 

B24 BatRelayFault 
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障害の種類 コード 障害メッセージ 原因 対応方法 

蓄電池に 

関する障害 

B25 BatPreChaFault 

  

B26 BmsBatChgMosFault 

B27 BmsBatDChgMosFault 

B28 BMSVolOVFault 

B29 BMSVolLFault 

B30 VolLockOpenFault 

B31 VolLockShortFault 

B32 ChgRefOVFault 

C01 GridLossFault 
グリッドからの電力供給

が遮断 

• 送電網（発電機）が正常に復旧すると、パ

ワーコンディショナーは自動的に再起動し

ます。 

• パワーコンディショナーとグリッドとの

接続において、ケーブルやコネクタが正

常に接続されているかを確認してくださ

い。 

C02 GridUnbalanVoltFault グリッド電圧が不平衡 

• 送電網（発電機）の三相電源が正常に復

旧すると、パワーコンディショナーは自

動的に再起動します。 

• パワーコンディショナーに接続されてい

るグリッド用コネクタおよびワイヤーが

破損などなく正常かを確認してくださ

い。 

C03 GridInstOverVoltFault 
グリッド瞬時電圧オーバ

ー 

• 送電網（発電機）の三相電源が正常に復

旧すると、パワーコンディショナーは自

動的に再起動します。 

• ご購入先（販売店）または契約している

電力会社に連絡し、保護パラメータの調

整してください。 

C04 Grid10MinOverVoltFault 
グリッド電圧が10分オー

バー 

• 送電網（発電機）の三相電源が正常に復

旧すると、パワーコンディショナーは自

動的に再起動します。 

• 購入先（販売店）または管轄の電力送電

会社に連絡し、約10分間の保護電圧パラ

メータの調整をしてください。 

C05 GridOverVoltFault グリッド電圧オーバー 

• 送電網（発電機）の三相電源が正常に復

旧すると、パワーコンディショナーは自

動的に再起動します。 

• 購入先（販売店）または管轄の電力送電

会社に連絡し、電圧保護パラメータの調

整をしてください。 

C06 GridUnderVoltFault グリッド電圧低下 

C07 GridLineOverVoltFault 送電網電圧オーバー 

C08 GridLineUnderVoltFault 送電線電圧低下 

C09 GridOverFreqFault グリッド周波数オーバー 
• 送電網（発電機）の三相電源が正常に復

旧すると、パワーコンディショナーは自

動的に再起動します。 

• 購入先（販売店）または管轄の電力送電

会社に連絡し、周波数保護パラメータの

調整をしてください。 

C10 GridUnderFreqFault グリッド周波数低下 
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障害の種類 コード 障害メッセージ 原因 対応方法 

発電機に 

関する障害 

D01 UpsOverPowerFault 
オフグリッドロードオー

バー 

• 負荷を軽減します。 

• 一時的に過負荷が発生しても、発電機の

電力が十分に回復できる場合は問題あり

ません 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

D02 GridConflictFault 
バックアップ端子に接続

されたグリッド 

• オフグリッドポート（発電機）の接続が

正しいことを確認し、その後、オフグリ

ッドポートとグリッドポート（送電網）

の両方を切断してください。 

D03 GenOverVoltFault 発電機電圧オーバー 
• 発電機の動作パラメータを調整し、出力

電圧、周波数を許容範囲内にします。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

D04 GenUnderVoltFault 発電機電圧低下 

D05 GenOverFreqFault 発電機周波数オーバー 

D06 GenUnderFreqFault 発電機周波数低下 

DC電流に 

関する障害 

E01 Pv1HwOverCurrFault 

ハードウェア保護回路に

より、PV電流オーバー 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

E02 Pv2HwOverCurrFault 

E03 Pv3HwOverCurrFault 

E04 Pv4HwOverCurrFault 

E05 Pv5HwOverCurrFault 

E06 Pv6HwOverCurrFault 

E07 Pv7HwOverCurrFault 

E08 Pv8HwOverCurrFault 

E09 Pv9HwOverCurrFault 

E10 Pv10HwOverCurrFault 

E11 Pv11HwOverCurrFault 

E12 Pv12HwOverCurrFault 

E13 Pv1SwOverCurrFault 

ソフトウェア保護回路に

より、PV電流オーバー 

• 電源をオフにしてからオンにし、再起動

します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

E14 Pv2SwOverCurrFault 

E15 Pv3SwOverCurrFault 

E16 Pv4SwOverCurrFault 

E17 Pv5SwOverCurrFault 

E18 Pv6SwOverCurrFault 

E19 Pv7SwOverCurrFault 

E20 Pv8SwOverCurrFault 
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障害の種類 コード 障害メッセージ 原因 対応方法 

DC電流に 

関する障害 

E21 Pv9SwOverCurrFault 

  

E22 Pv10SwOverCurrFault 

E23 Pv11SwOverCurrFault 

E24 Pv12SwOverCurrFault 

E33 Boost1SelfCheck(boost)Fault 

自己診断時：PV昇圧回路

異常 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

E34 Boost2SelfCheck(boost)Fault 

E35 Boost3SelfCheck(boost)Fault 

E36 Boost4SelfCheck(boost)Fault 

E37 Boost5SelfCheck(boost)Fault 

E38 Boost6SelfCheck(boost)Fault 

E39 Boost7SelfCheck(boost)Fault 

E40 Boost8SelfCheck(boost)Fault 

E41 Boost9SelfCheck(boost)Fault 

E42 Boost10SelfCheck(boost)Fault 

E43 Boost11SelfCheck(boost)Fault 

E44 Boost12SelfCheck(boost)Fault 

E45 BusHwOverVoltFault 

バス電圧オーバー • 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

E46 BusHwOverHalfVoltFault 

E47 BusSwOverVoltFault 

E48 BusSwOverHalfVoltFault 

E49 BusSwUnderVoltFault 動作中のバス電圧低下 

E50 BusUnbalancedFault DCバス電圧の不平衡 

E51 BusBalBridgeHwOver- CurFault 
バスコントローラの電流

オーバー 
• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

E52 BusBalBridgeSwOver- CurFault 

E53 
BusBalBridgeSelf- 

CheckFault 

セルフチェック時のバス

コントローラー異常 

E54 BDCHwOverCurrFault 

BDC 電流オーバー 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

E55 BDCSwOverCurrFault 

E56 BDCSelfCheckFault 
セルフチェックによる

BDC 異常 

E57 BDCSwOverVoltFault BDC 電圧オーバー 

E58 TransHwOverCurrFault BDC 電流オーバー 
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障害の種類 コード 障害メッセージ 原因 対応方法 

 

E59 BDCFuseFault BDC ヒューズ異常 • ヒューズを交換してください 

E60 BDCRelayFault BDC リレー異常 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合は、

ご購入先（販売店）にご相談ください。 

AC電流に 

関する障害 

F01 HwOverFault 

電流オーバー/BUS電圧オ

ーバーをハードウェアで

検出する 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

F02 InvHwOverCurrFault 

インバータ電流オーバー

をハードウェアで検出す

る 

F03 InvROverCurrFault R相電流オーバー 

F04 InvSOverCurrFault S相電流オーバー 

F05 InvTOverCurrFault T相電流オーバー 

F06 GridUnbalanCurrFault オングリッド電流の不平衡 

F07 DcInjOverCurrFault DC注入電流オーバー 

F08 AcOverLeakCurrFault AC側漏れ電流オーバー 

• AC絶縁体とアース線がアースに接続され

ているかどうかを確認し、修理してくだ

さい。 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合は、

ご購入先（販売店）にご相談ください。 

F09 PLLFault PLL異常 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合は、

ご購入先（販売店）にご相談ください。 

F10 GridRelayFault グリッドリレー異常 

F11 UpsRelayFault UPSリレー異常 

F12 GenRelayFault 発電機リレー異常 

F13 Relay4Fault リレー４異常 

F14 UpsROverCurrFault 

オフグリッド出力電流オー

バー 

• オフグリッド（発電機）の場合、電化製

品／スマート電器の起動時に大きなイン

パルス電流が流れ、パワーコンディショ

ナーの定格を超える可能性があります。

その場合は電化製品／スマート電器の負

荷を減らすなどしてください。 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合は、

ご購入先（販売店）にご相談ください。 

F15 UpsSOverCurrFault 

F16 UpsTOverCurrFault 

F17 GenROverCurrFault 

発電機電流オーバー 

• 発電機の出力電圧および周波数が規定範

囲内で安定していることを確認してくだ

さい。 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合は、

ご購入先（販売店）にご相談ください。 

F18 GenSOverCurrFault 

F19 GenTOverCurrFault 

F20 GenReversePowerFault 
発電機に注入される有効

電力 
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障害の種類 コード 障害メッセージ 原因 対応方法 

DC電流 

（発電機）に 

関する障害 

F21 UpsOverVoltFault 
オフグリッド出力電圧以

下・以上 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

F22 UpsUnderVoltFault 

F23 UpsOverFreqFault 
オフグリッド出力周波数

以下・以上 
F24 UpsUnderFreqFault 

F25 DcInjOverVoltFault 
オフグリッドDC入力電圧

オーバ 

システムに 

関する障害 

G01 PV1CurAdChanFault 

ハードウェア異常 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

G02 PV2CurAdChanFault 

G03 PV3CurAdChanFault 

G04 PV4CurAdChanFault 

G05 PV5CurAdChanFault 

G06 PV6CurAdChanFault 

G07 PV7CurAdChanFault 

G08 PV8CurAdChanFault 

G09 PV9CurAdChanFault 

G10 PV10CurAdChanFault 

G11 PV11CurAdChanFault 

G12 PV12CurAdChanFault 

G13 BDCCurrAdChanFault 

G14 TransCurAdChanFault 

G15 BalBrigCurAdChanFault 

G16 RInvCurAdChanFault 

G17 SInvCurAdChanFault 

G18 TInvCurAdChanFault 

G19 RInvDciAdChanFault 

G20 SInvDciAdChanFault 

G21 TInvDciAdChanFault 

G22 LeakCurAdChanFault 

G23 VoltRefAdChanFault 

G24 UpsRCurAdChanFault 
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障害の種類 コード 障害メッセージ 原因 対応方法 

システムに 

関する障害 

G25 UpsSCurAdChanFault 

  

G26 UpsTCurAdChanFault 

G27 GenRCurAdChanFault 

G28 GenSCurAdChanFault 

G29 GenTCurAdChanFault 

G30 UpsRDcvAdChanFault 

G31 UpsSDcvAdChanFault 

G32 UpsTDcvAdChanFault 

G37 TempAdChanFault 
すべての温度センサー 

異常 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

G38 VoltAdConflictFault 
PV、蓄電池、バス電圧の

サンプル値一貫性がない 

G39 CPUAdConflictFault 
親CPUと子CPU間のサンプ

ル値は一貫性がない 

G40 PowerCalcConflictFault 
PV間の電力値、蓄電池と

AC出力は一貫性がない 

G41 EnvirOverTempFault 
設置環境温度 

高温または低温 

• 設置場所の環境温度を改善し、運転温度

が適正な範囲に収まるよう改善してくだ

さい。 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

G42 EnvirLowTempFault 

G43 CoolingOverTempFault 
冷却温度 

高温または低温 
G44 CoolingLowTempFault 

G45 OverTemp3Fault 

温度３ 高温または低温 
G46 LowTemp3Fault 

G47 CpuOverTempFault CPU温度オーバー 

G48 ModelConflictFault 
パワーコンディショナー

のバージョン異常 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

筐体内部 

（内部部品の

故障や温度上

昇、動作不良

など）に関す

る警告 

I01 InterFanWarning 

ファン異常 

• ファンに詰まった異物を除去してくださ

い。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

I02 ExterFanWarning 

I03 Fan3Warning 
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障害の種類 コード 障害メッセージ 原因 対応方法 

筐体内部 

（内部部品の

故障や温度上

昇、動作不良

など）に関す

る警告 

I04 
EnvirTempAdChan- 

Warning 

一部の温度センサーが異

常 

• 警告は重大な影響を与えるものではあり

ません。 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合は、

ご購入先（販売店）にご相談ください。 

I05 
CoolingTempAdChan- 

Warning 

I06 Temp3AdChanWarning 

I07 ExtFlashComWarning フラッシュ異常 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合

は、ご購入先（販売店）にご相談くださ

い。 

I08 EepromComWarning 
親CPUとEepromの通信異

常 

I09 SlaveComWarning 
親CPUと子CPU間の通信異

常 

I10 HmiComWarning 親CPUとHMI間の通信異常 

I11 FreqCalcConflictWarning 周波数値異常 

I12 UnsetModel 
実行中のモデルは初期化

されてません 

• ご購入先（販売店）にお問い合わせくだ

さい。 

筐体外部 

（設置や接

続、周辺環境

など）に関す

る警告 

J01 MeterComWarning メーター/CT間通信異常 

• スマートメーターがパワーコンディショ

ナーと接続可能なの機種（モデル）かを

確認し、接続端子およびコネクタに緩み

や損傷がないか点検してください。 

• 異常がある場合は、修理または交換して

ください。 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合は、

ご購入先（販売店）にご相談ください。 

J02 MeterConnectWarning 
メーター/CT線接続異

常、または設置場所異常 

• メーター/CTの接続、設置場所、設置方

向を確認してください。 

• 異常がある場合は、再設置します。 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合は、

ご購入先（販売店）にご相談ください。 

J03 SohWarning 蓄電池のSOHが低い • 蓄電池のメーカーにお問い合わせください。 

J04 GndAbnormalWarning 
アースインピーダンス異

常、ケーブルの緩みなど 

• アース線の接続状態およびアース接続部

のインピーダンスが正常かどうかを確認

してください。 

• 異常がある場合は、調整・修理してくだ

さい。 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合は、

ご購入先（販売店）にご相談ください。 

J05 ParallelComWarning 

複数台パワーコンディシ

ョナーの並列運用での親

機のパワーコンディショ

ナーと子機のパワーコン

ディショナー間の通信が

異常です 

• 親機と子機の通信ケーブルに損傷がない

か、コネクタが緩んでいないか、接続さ

れているポートが正しいかを確認してく

ださい。 

• 異常や誤接続が確認された場合は、適切

な調整を行ってください。 

• 電源をオフにし、再起動します。 

• 障害が継続的または頻繁に発生する場合は、

ご購入先（販売店）にご相談ください。 
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技術仕様                                          AF8.25K-DH

直流電流 

定格入力電圧 (V) 360 

入力電圧範囲（V） 80-500 

MPPT電圧範囲（V） 80-480 

MPPT全負荷電圧範囲（V） 200-480 

起動電圧（V） 100 

最大入力電流（A） 15.5×3 

短絡電流（A） 24×2 

MPPT回路／直流入力回路数 3/3 

端子タイプ MC4 

蓄電池 

蓄電池定格電圧(V) 230 

蓄電池電圧範囲(V) 80-400 

最大充電／放電電流（A） 50 

最大充電／放電電力（ｋｗ） 8.25 

充電曲線 3Stages 

蓄電池タイプ リチウムイオン蓄電池、鉛酸バッテリー等 

特定負荷（EPS Mode）  

EPS定格出力電力（ｋｗ） 4.125×2 

ＥＰＳ定格出力電圧（Ｖ） 101×2 

ＥＰＳ定格出力周波数（Ｈｚ） 50／60 

ＥＰＳ定格出力電流（Ａ） 41 

最大効率 4500VA*2.10min 

ＴＨＤ（電圧） ≺5％ 

切り替え時間(ms) ≺10 

配電方式／配線方式  

交流出力 

最大皮相電力（KVA） 8.68 

定格出力電力（ｋｗ） 8.25 

定格出力電流（Ａ） 41 

最大出力電流（Ａ） 44.5 

定格電圧（Ｖ） 202 

定格周波数（Ｈｚ） 50／60 

力率 0.95（+/-0.9調整可） 

電流歪率 総合：5％以下 各次：3％以下 

配電方式/配線方式 単相 3線式 



 

 

 

標準規格 

規格・規定  

電力変換効率 

MPPT効率 ≻99％ 

最大変換効率 97.90％ 

蓄電池充電／放電効率 98.2[PV-BAT]/97.2[BAT-AC] 

保護機能 

直流接続保護 対応 

直流絶縁抵抗検出 対応 

逆極性防止試験 対応 

過電流／過電圧保護 対応 

連係保護 OV、UV OF、UF対応 

単独運転検出能動方式 ステップ注入周波数フィ-ドバック検出 

単独運転検出受動方式 電庄位相跳羅検出 

FRT要件 対応 

交流短絡保護 対応 

交流側漏洩電流検出 対応 

交流過電圧保護 対応 

直流側絶縁抵抗検出 対応 

残留電流検出 対応 

過熱保護 対応 

DCスイッチ内酸 対応 

サージ保護 対応 

IV カーブスキャン 対応 

アーク保護 対応 

接地故障の監視 対応 

送電網監視 対応 

防水防麈保蠖等級 対応 

一般情報 

外形寸法[W/H/D](mm) 400×600×229 

質量（ｋｇ） 25 

カバー素材 アルミニウム 

絶縁方式 トランスレスス(solsr),HF(董雷池) 

放熱方式 强制空令 

使用周囲湿度 0-100% 

使用周囲温度（℃） -25--60 

使用標高（ｍ） <4000 



 

 

待機消費電力（Ｗ） <10 

通信/インターフェイス LCD,LED,FS485,W-FiCAN 

制御電源供給元 PV/蓄電池 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AforeJapan株式会社 
TEL:092-292-4713 
FAX:092-292-4710 
AD:福岡市博多区比恵町 1-18 11F 


